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講　　演

朝鮮満州族行談　tt’／

針　塚　校　長

寿暇　　　「　△　△

焦…貯》ご

　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

　　　　　　　儲　　　　　　　　針塚校蜘ζは本年八鵬＋
　　　　　躰轟　　　　　　　　　　　　　　　　一日上国な幽褒翌月三日釜

寧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llrに上陸　そ才しから三三十醗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日朝鮮満州の昏地に亘つて
　　　　坤陰暖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覗察を趣げ十月四目大連な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　幽帆同十日無事郎’佼ぜられ

　　一tettke　　　　　　　　献卿　　　　　　　 ましナこo本言巴事は十月十五

　，獣麟粛幽　　　　　　躰校糧麗。継なき
　　　　JI　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨

眠　　　　　　　　x’L　t：講演の大体とその後先

　’矯・　　生が欄のため既て下・．
樵　　　つた灘鳳つ。繊、†二
．試＼　　ものであ臓す．ひ鵬

州　’K　Tff’　　　げた田欄の地都」蝕の訪

　朝鮮と言へば内地の入は氣候の不順な非常に寒い極めて住みer　L；

虜の様に想像して居るが決してそれ程ではない。勿論露によつては

可成寒さの酷しい露もあるけれご朝鮮從來の家屋の構邉がオンドル

に依る耐寒式に出來て居b．尚満州及これに接近せる地方は買シア

　　　　　　　　　　　　　　　　1
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から持ち來たされたペーチカに依つて冬期塞内の温度を適度に高く’

保つ事が出來るのこスケteトその他多の運動が獲達して居るのとで

朝鮮満州の多の生活は案内に楡快なものである。

拘灘鋸鰹の關係が而臼く甥ξて居る。隅醐期中は殆んど

降雨なく上籏後約一ケ月の雨期償きこの間に桑は盛に繁茂し八月初

めから霧れて秋慧晩秋懲の時期はよく乾燥して飼育極めて容易なの

である。然して春秋晩秋の三期の飼育を爲すものが普通である。

　朝鮮民家の獄室はその構造極めて簡軍で自分の住家の土間の一部

分に放養するもの。ヌ，は極く粗末な堀立小屋を作り土間に棚を立て

bi内地の如く獄箔で飼育するものもある。獄室は勿論住宅まで自作

で木材は松ボプラ等の九太を用ひ周團の大部分は壁を以て被ふの距

あるbS－一般に土質が壁に適して居るので至極便利である。そしてこ

の簡易猛室の工費は坪當り十圓乃至二十圓で足りるのである・

　1朝鮮で最初に見たのは密陽である。こ、では高橋君（獄一）が農獄

學稜に居られて丁寧に案内せらitVr。氏は稜内の1鐡に關する一∵鋤を

統べ更に附近の實業家と折衝して指導の上に目畳ましい成績を畢げ

て居る。特に朝鮮語に堪能な爲総督府から月々特別賞を受けて居る

有標である。頭の輝きは盆々進歩して恰も朝鮮の山林の如くである

　密陽の附近は沖積土の理想的な砂質壌土で無肥料でも桑は勿論疏

漿にも適し特に桐の登育は内地に比べて著しく勝り本年九年目とい

ふに皆直径一一尺一二寸といふ太り方である。

「朝鮮垂土に亘つて禿げ山の多いのは二れを形成する一母岩の花醐岩

が大形の長石の結晶を含んで居ちのζ冬期の霧氣が甚だしいので

風化が盛なる爲めに崩壌し易きが上に。爾ほ降雨少なく關係的灘度

（Relative　moi呂tur。）が小なのとで草木の生育が悪い爲である。從つ

て内地と同じ様な手入では當然禿げ山となるのを見れないのである
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　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　｛，，x，Et，南滋の光州一一圓は桑と獄とに最も適しこ5では養獄組合が緬

織されて小さな絹縣會砒の如きものがあつて乾繭場．倉庫の設備が

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　從來各道で桑樹の栽植を殆んざ強制的に奨勘して來て居るが此の

州では咋年六百万本を植附けた。次第に養獄業の有利な事が理解さ

れて現在では薗獲的に好んで桑を植付りるやうになり。從つて繭の

産額も大正四年には一万三千石であったのが十三年には二十三万石

といふ雰常な増加を示すに至つた。

　本滋和順郡には朴霧（蛋蚕一）勘業課長として農獄業指導に功績を墨

げてゐる。氏の努力と手腕と公明無私の人格は一般の奪敬Lg！．げっ

S．あるので前途大いに見込ありと見たのに早くも道磨砺在地光州邸

の拗業課長に榮縛した。近く飛報によると鰹｛破は｛1嗣候補として

知事から推薦せられナこ由である。

　光州の道騰の技手金鱈（獄七）は快活に活動して居る。照家良披術
　　　　　　　　　　　　　O　O　O　O　O　e　O　　　O　O　O　O　O
者となるは疑ない慮である。愼重に事に嘗られん事を望むe

　藤崎看（獄七）は獄の圭麟地tこる光州の原獄の圭任看として着々健

實な手腕尉軍つて居る。今後この方面の重鎭となることは明かであ

る。

　金州の原獄には清水君（獄一一が圭任として榮・博して家られた。由

來金州は柘の多い地でこれを以て三眠鷲を飼育し．その繭から採つ

た緯は漁網として特別に強靱であると言はれて居る。これは軍にそ

の繊維め細い爲であるとなされて居るが．吊種及飼料から生繍こ化

學的成分の差異を來す爲であるかも知れない。清水鱈は必す普麺の

獄の就瞼の外に徐力をこの方面の研究に致すことであらう。

　塚田霜（獄三）は北澤霧の去つだあと濁り普州に踏み止つて最も將

家あるこの地に腕を揮つて居観
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　ヌ製鯨の方面では大邸を中心に朝鮮生締片倉傘組の三會肚があり

皆約四蔭釜位で創立以來今日まで四五年聞は経螢上多大の犠牲を彿

つた楼子ですが今後は維螢方針も立涙に立ちて前途多望である。傘

製繍二居る椹君（綜十）が朝鮮語の巧なのと氏の，興面昌の態度とで雰

常bに重i費がられて居る。　　　　　　　　　　　　　　　　・

　從來朝鮮では原料の不足と工女の募集難からその経管が甚だ困難

であつた。この地の女子はこれまで掠庭外の勢働の習慣のなかつた．

のと製緯工場の性質が諒解されなかつたのとで一人の工女を傭ふに

五十圓以上も要し爾これを養戒して一人前の工女に仕上げても極く

短期問で工場を去る春が多い有楼であつた。然し近頃は次第に諒解

されて左程の困難は無い様になつだ。

　術京城には百釜の京城製緯があつて伊藤齎（統四）が専らその繧螢

に常つて居る。當工瘍は維螢法の不良ε時期の不遇との欝六万圓の

敏損ありて道鷹もその慮分に困つて居たが氏が四月赴任以來奮闘の

結果既にその欠損を埋め含はせたには監督官鷹も眼を見張り居る有

機である。好漢猛々自重せられん事を望む。此外に朝鮮人のみにて．

　　　　　　　　　　　　　　　1経螢せる朝鮮製綜會肚めり。最近には京城に鐘紡が一万三干圷の敷

地に三百釜の工場を建設しつ、ある。

　桑は内地の品種は悉く存在し特に魯桑系多く寧ろ之れし偏し過ぎ

すご傾がある。次で多いものは膓ノ内．十文宇．市年゜赤木等である。在

來種では錦桑．麿桑。秋雨等の良種がある。

’大邸原欝には矢澤霜（veJK3鼠一）代表的に止まb原慧の中心人物tllして

その頭麟の明噺ご手腕は頭角を現はし閥の如何を問はす奪敬の餉ご

なつて居るe氏は朝鮮野桑数十種を比較栽培してその中から錦桑を

選出した。これは病鍛害に調する祇抗力の大なのと牧葉量の多いの

とで卓越しだ品穫である。爾氏は一化性の夏期飼に成巧して盛に研

　　　L
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究を績けつbeある外無毒の慧不重を連年配布しつ、あるのは大いに氏

の誇こする所である。叉大邸の農學校にば後藤霜（濫叢九）養顕の主鵬

として脊英の任に當つて居る。氏の考嚢に成れる桑のグイヤモンド

式垣根を以て農場の周園を続したのは誠に見事な思ひ附きである。

　2τ犠には貞包書（慰六）農事試瞼揚と並でる原獄の主任麿として腕

を揮つて居る。殊に同氏の桑の實生から良種を撰揮せる方1去は全鮮

を通じての大規模にして有塑なものである。此實生桑園のみにても

歎町渉といふ廣大なものである。

　成興の原慧でては桑の耐寒性の試験を可成大規模に行ひつtsある

此慮にて撰出せるものにはチヤムツノレ。サンピー。ペアソ…一，ケー

ヅノン等で寒さに鋤しては頗る強健なれごも臨は｛徐り喜んで食はない

欠黙がある。

　威鏡南道は將來朝鮮の農慰業地として甚だ有望な所である。近墳

北清の農學投に居合鱈（獄六）を迎へたのは非常に霧ばしい次第であ

る。氏はこの方面では同窓生εしては第一線に立つて鮮人の錨業敏

育に発力をi盤して居る。

　京城には同窓生六名多士濟々の有様で前に述｛寵伊藤霜の外北澤

霜（獄二）は晋州から縛じてこ5の原慰の主任こなり労総督府の梅谷

技師ざ聯合して獄の雌雄の根本研究に從事して居る。勅使川原召

（欝八）は梅谷氏の許に在って例の如く着々翼面目にやつて居観小

湊脅（獄五）は製懸科出身にも關らす化學に趣昧を持ち京城麟専の助

敷授として化學の激授に當つて居る。氏は大楓子といふ植物から一一

種の獺病特効の藥を贋見し他の藥學士をして唖然たらしめ近くはニ

ンニクから一種のエキスを探b消…毒藥として極めて有効な事を駿表

し大いに馨界に貢献して居る．然し決して本業の方も忘れす梅谷氏

の依頼によb獄の蟷よb蛾に至る体質の化學的成分の獲化を研究中
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である。從來活動の標本と書はれナこ小笠原霜（搾紬nteclヘー一．．一）は農業學校に於

て盒身活動姓を畿揮して縦横の手腕を揮つて居る。頑田君（・獄七）も

瀕此所に9…i）最も實質的に農護諜敷育の内部の改善に努め元氣益

旺盛である。

　海州の原鑓には磯部君（獄二）主任蒋εして優良な成績を墨げて居

る。氏の｛蝦まない爽面目な態度を持久的に努力せば敷年ならすして

黄海道の獄楽の登展は疑ひない所である。

同窓生中の異彩は幾田霧億二）－tx　a）る．背水の陣を敷いて渡鮮後

苦心の農」葛は一朝にして大水害の浸す所となり全く天涯の孤浪入と

なリナこれども氏の輩固なる決心は少しも動ぜす瞬く問に再興して今

や畑七町。水田二町の大地主こなつた。農場維螢の勇附近の鮮人に

灘鍛の技術を授りて日鮮合同銑騨なつて居る．愈氏の自愛を

些む。

　朝鮮の慧の品種は内地の如く小石丸。叉晋等であつたが近頃は田

一一 ~支四の楼な雑睡が盛に飼育されるやうになつた。

　この地の耕転は巧に二頭の馬又は牛を使ひ殊に満州では大農組織

が獲達して居る。まアこ朧馬を使用する瓢誓は内地に於ても山の多い地

ではこれを見習つたら極めて有利であらう。

木浦1ヨ煉洋一の棉の黍逗騰があケ‘至世界の棉の欄｛蝶めて居

る。その試験地二十町歩もある。その他殊に果物の生産多く黄桃は

有名なものである。

　朝鮪こ於ける繭の生産費観る1：内地では慣目につき六＋五圓

から八十圓なのに二tsでは二十五圓から三十圓である。關束州に於

ても四十五圓から五十二圓位である。この圭なる原因は勢力の廉い

　　　　　　　　　　　　　i結果である．農防女子は食継鯵一・日＋磯から二権糊子は四

十銭前後である。その上獄室が廉儂に出來。桑國は肥料が極めて僅
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煙励る爲で艦、砲勲1腿噸櫛糧故難の墾造離だ
　有塑でめる1。
　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　，　　　　　　　　，　　　　，　Lべ

　1酬の構諜は擁鰍．海瞬聯城鰍頬角ヲ酵の献於鰍は
れ松樹及万家嶺は最も盛で万家嶺1きは1繊◎オ蜷欝験1拶勲る・柞

灘は丘の上の櫓の木に飼ふものと川の澹岸の薔柳（キヌヤナギ）で飼

ふものとあつて蕎柳は飼料として櫓にる勝ること歎等である。現在

の産額は登満州で八十億粒でめるが近々蔽億粒に達する見込である

然しながら例の二十一一ケ條の中の商秘の問題が今尚解決されな，い欝

に本邦人の満州に於ける農叢に一手も染める事の出來ないのは甚だ

遣憾な次第である。

　安東縣には富士紡の柞獄紡績曾就があつて當士紡の最大の財源を

なして居る。その柞獄製綜は漸く50％の綜を得るに過ぎない。故に

此製緯の事叢は未だ改善す＾ミき熾力「gF常に多い事であらうと思はれ

る。此の安束紡績工璃には最近後藤窟（線一）が赴任された。宜しく

自璽を望む。

　省安東縣の興束公司には佐藤震（慧三）が時々往復して内地に於け

る満州柞慧締の配給の衝に當つて居る。今や戎は堂々たる貿揚商の

態度で盛んに活動してゐる。

　満州に於ける同窓生の代表は湯川1醤（　　　ftンva錨｝）である。満鐵経管の熊

岳城農事試1験蕩の獄業榔主（fとして調策縦横目畳しい手腕を螢揮し

つtSある。満州の慰縣楽の方針は・・一“つに氏の胸中にありこいふ事が

出家る。氏Nく『満州程い、所はない永久に内地に鶴る・L’、・はない』

とeこれを冤ても満州が加何に鍛緯業に有鰹な土地であるかを知る

購が出來やう、，

　九月末金州農學綾た黒木霧G叢七）赴任筏は少くも十緻年は腰を落

ちつけて關東州の農慧叢数育に死力を致す決心であると語つた。
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朝鰍酬に爾綱離の購の大体は上に轡ナ沖に館れて

居るが諸氏贈學灘代表して第一線｝泣つ傭鵬力して居るの

である。此の後遽同窓生の駕に献身的行爲を蟹揮して居られるのに

塁｝して我等は戚謝せねばならない。
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